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1。 本書は、山梨県甲斐市中下条地内に所在する三昧堂遺跡の第 I次調査をまとめた発掘調査報告書である。

2。 本調査はマンション建設に伴い実施され、調査面積は約463♂である。発掘調査、整理調査、報告書刊行ま

での経費は、地権者である長田ゆき子氏が負担した。

3.調 査は試掘調査を大蔦正之 (当時敷島町教育委員会)が担当し平成12年 2月 14～ 17日 まで行った。本調査
は大鳥が担当し、平成12年 7月 21日 ～平成12年 8月 23日 まで行った。整理調査は断続的に行った。

4.調 査組織は以下のとおりである。
調査組織

調査指導・主管 敷島町教育委員会  (平成16年 8月 まで)
甲斐市教育委員会  (平成16年 9月 から)

調 査 主 体 者 敷島町文化財調査会
調査指導担当者

≪発 掘 調 査≫ 大蔦正之 (敷島町教育委員会生涯教育課社会教育係副主査 )
≪整 理 調 査≫ 大蔦正之 (敷島町教育委員会生涯教育課社会教育係副主査 平成16年 8月 まで)

(甲斐市教育委員会生涯学習文化課文化財担当副主査リーダー 16年 9月 から)

小坂隆司 (敷島町教育委員会生涯教育課社会教育係嘱託 平成16年 8月 まで)
(甲斐市教育套員会生涯学習文化課文化財担当嘱託平成16年 9月 ～12月 まで)

調 査 事 務 局 敷島町文化財調査会 (平成16年 8月 まで)
甲斐市教育委員会  (平成16年 12月 から)

5,本書の執筆・編集は大鳥が担当し、整理作業については大蔦・小坂の指示のもと長田由美子、小林明美、
高添美智子、関本芳子、望月典子で実測、 トレース、版組を行った。
図版中、遺跡の全景、遺構写真、遺物の写真撮影、図版編集は大蔦が行った。

6.調査と報告書作成にあたり、次の方々よりご教示をいただいた。ご芳名を記し、感謝申し上げる。
羽中田壮雄、中込司郎、坂本美夫、畑 大介 (旧敷島町文化財審議会委員)
7.発掘調査ならびに整理作業参加者

青山制子、石川弘美、長田由美子、小林明美、関本芳子、高添美智子、保坂広昭、望月典子 (敷島町文化財

調査協力員―平成16年 8月 まで、甲斐市文化財調査協力員―平成16年 12月 から)

牧野真― (創価大学学生―平成12年当時)

8。 本遺跡の出土遺物および調査で得られたすべての記録については一括して甲斐市教育委員会に保管してあ

る。

例

1.本書の第 1図は国土地理院発行の地形図 (1:25,000)「甲府市北部」「韮崎」「甲府J「小笠原」の各
一部を用いて作成したものである。

2.遺物挿図中、断面が白抜きは土器・土師器類、11i■ ● は須恵器で、土器・土師器表面の |   |は赤彩を
表す。

3,図版中、遺構と遣物は縮尺が統一されていない。
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第 1章 遺跡をとりまく環境
1.遺跡の立地と環境 (第 1図 )

甲斐市は、甲府盆地の北西部に位置し、県都甲府市の西側に隣接する。市内は、地形の特徴から大きく4つの

地域に分けることができる。まず市内北部は、茅ケ岳、曲岳、太刀岡山など標高千メートルを超す山々が点在す

る山岳地帯で、急峻な地形を呈している。市西部は黒富士、茅ケ岳の火山活動によって形成された台地が広がり、

通称『登美台地」『赤坂台地』と呼ばれる茅ケ岳南麓の丘陵地域となる。市東部は奥秩父山系の金峰山を源とす

る荒川が流れ、この荒川によって形成された扇状地域となっている。市南部は南アルプス鋸岳を源とする釜無川

(富士川)に よって形成された扇状地域である。

甲斐市は北部から中部にかけ山間地、丘陵地帯となり、南部は市の東西端を流れる荒川、釜無川によってでき

た扇状地となる。市内標高は最高が北部の1703.5m、 最低が南部264.9mと 標高差1400mを超え、バリエーシヨ

ンに富んだ環境である。

報告する三味堂遺跡は市西部にあり、荒川によって形成された扇状地の扇頂部末端に位置し、微高地上に営ま

れた集落遺跡である。標高292mを 測る。

なお、甲斐市は平成16年 9月 1日 に中巨摩郡竜王町、同敷島町、北巨摩郡双葉町が合併 し誕生した市で、こ

の三味堂遺跡は旧敷島町に所在する遺跡である。

2.三昧堂遺跡と周辺の遺跡 (第 2・ 3図 )

遺跡は、甲府市との境界を流れる荒川と黒富士、茅ケ岳によって形成された通称登美台地との間に位置する。

この登美台地と荒川の間 (旧敷島町域)には南北に延びる 2本の微高地があり、本遺跡は東側微高地の西端に営

まれた遺跡である。遺跡は微高地端に位置し、遺跡西側は谷状地形になるため、遣構、遺物数は少ないといえる。

遺跡南側、西側には接 して松ノ尾遺跡がある。松ノ尾遺跡は平成 6年 (`94)1こ 第 1次の調査が実施されて以

来これまでに12次 に亘る発掘調査が行われ、縄文時代中期から後期、弥生時代後期、古墳時代前、後期、奈良

時代から室町時代に至る住居跡や掘立柱建物跡などが発見された大複合遺跡である。松ノ尾遣跡の特質は、奈良、

平安時代にあり、これまでに銅製小金銅仏 2躯、円面硯 4固体分をはじめ、布目瓦、螺髪、緑釉陶器 (耳皿、碗など)、

青磁、貿易陶磁器、帯金具、銅鋭片など特殊遺物が多く出土している。このため、官衛関連遺跡の可能性も指摘

されている。

遺跡西側の浅い谷状地形を越えると西側の微高地となる。三昧堂遺跡南西にはこの西側微高地上に営まれた御

岳田遺跡がある。御岳田遺跡は古墳時代前期、後期、平安時代を中心とする集落跡で、これまでに加工途中の水

晶製丸玉などが出土している。

御岳田遺跡の南に隣接 して金の尾遺跡が所在する。弥生後期を中心とする環濠集落跡で、これまでに周溝墓

23基、住居跡33軒が出上し、この他にも古墳時代前期周溝墓 3基、同期住居跡などが発見されている。遺跡の

全容はまだ明らかにはなっていないが、本県の弥生時代を代表する遺跡といえる。

三味堂遺跡西方の台地には古墳時代後期の群集墳『赤坂台古墳群』がある。現在は 7基が確認されている。

遺跡北西の通称敷島台地には 7世紀後半とされる瓦陶兼業窯の天狗沢登 り窯跡がある。 3基の窯跡が調査され

ており本県最古の窯跡である。

以上のとおり三昧堂遣跡周辺には縄文時代から連綿と人間の生活が営なまれてきていることが明らかとなって

きている。特に奈良時代から平安時代にかけては政治、経済、文化の中心的役害Jを なした地域と言える。
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第 2章 遺構と遺物
三味堂遺跡は、敷島地区南部に広がる扇状地内東側微高地の西端に位置する。浅い谷への落ち込み際というこ

となのだろうか、遺構、遺物の密度は薄いといえる。今回の調査においても住居跡は 1軒、竪穴状遺構 1基、土

坑30基、ピット群のみの発見であり、遺構希薄な状況を追認する結果となった。

a.1号住居跡 (第 4図、第 1表、図版 1-2)

調査区西端の lA、 lBグ リットにまたがり位置する。遺構の西側三分の二が 1号竪穴状遺構によって切られ
ているため住居規模は明確ではないが凡そ、一辺東西3.7m、 南北3.5mのほぼ正方形を呈すると考えられる。壁

高は27cmを測り、住居東南コーナーにカマ ドを設ける。カマ ドは花聞岩質の河原石で構築されており、カマ ド

内からは逆位に「莉」と墨書された土師器杯や、正位に「古和子」と刻書された土師器皿などが出上している。

遺構年代は出土遣物などから、10世紀前半から半ば頃と考えられる。

し=291 7
A _

1黒茶禍色土。粘性中。しまり中。全体に黄色ブロックを含む
`

2黒茶色土。粘性中。しまり中。砂粒、黄色砂粒を多く含む。

0  (1:40) lm

第 4図  1号住居跡
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第 5図  1号住居跡出土遺物
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b.1号竪穴状遺構 (第 6図、図版 1-5)
遺構は、lA、 lBグリットにまたがり、 1号住居跡と重複関係にある。 1号住居跡を切つて存在する.。 遺物

は土師器小片が少量出上したのみで図化できるものは無かった。

規模は直径約2.9mの円形を呈し、壁高は15cmを測る。 1号住居跡が10世紀前半頃と考えられるため、本遺構の

年代はそれ以降となる。

1黒茶色土。粘性弱。しまり覇。全体に砂粒を家 含むむ m

第 6図  1号竪穴状遺構

c.土坑 (第 7～ 12図、第 2表、図版 2～ 5)

今次調査において30基の土坑を調査した。形状は円形ないし精円形を呈し、規模は長軸が58clll～ 166cm、 短軸

が33cm～■7clnで、統一性は見られない。

土坑は調査区の東側に偏在して確認され、27号、29号土坑より上師器杯、羽釜が、 8号、30号土坑より上師

質土器小皿、杯が出土している。

-6-
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し=292 0

1黒茶色上。粘性弱。しまり中。全体に砂粒を多く含む。
2黄褐色土。粘性なし。しまり弱。黄色砂粒層。

1号土坑

1黒茶色土。粘性弱。しまり中。全体に砂粒を多く含帆
2黄褐色上。粘性なし,しまり弱。黄色砂粒層。

2号土坑

1黒茶色上。粘性弱。しまり中。全体に砂粒を多く含む。

3号土坑

A

一

 A

―
 A

し=291 7
A 
一

1黒茶色上。粘性弱。しまり中。全体に砂粒を多く含む。
2黄褐色土。粘性なし。しまり弱,黄色砂粒層。

5号土坑

1黒茶色上。粘性弱。しまり中。全体に砂粒を多く合む。

6号土坑

―一 A
― ― ―  A´

4号土坑

―
~

し=291 7
A 
一

1黒茶色土。粘性弱.しまり中,全体に砂粒を多く含む。

一
 A

L=291 6
A%∴

互 ≡

=互

ラ
戸
~A

黒茶色士。粘性弱。しまり中。全体に砂粒を多く含む。

黄掲色上。粘性なし。しまり弱,黄色砂粒層.

1～ 8号土坑
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L=292 0
A―

ヽ

ク

7号土坑

第 7図
8号土坑



Ａ

〔

、

1黒茶色土。粘性弱。しまり中。全体に砂粒を多く含む。
2黄褐色土。熟性なし。しまり弱。黄色V/粒層。

9号土坑

1黒茶色上。粘性弱。しまり中。全体に砂粒を多く含む。

12号土坑

1暗茶褐色上。粘性弱。しまり中。砂粒を多く含む。
2黄褐色土。粘性弱。しまり中。黄色砂粒を多く含む。

11号土坑 10号土坑

|

四
Nl

1暗茶褐色土。粘性弱。しまり中。

嵯弾　鰐

，
ｏ
黄

く含む
。
獅

　

一劫

　
　
　
　
ｌ
Ａ
Ａ
恥
Ｙ
‐
―

　

　

´

蜂　一坤　　　　ＡＡЩ　　　　　　一

」
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
四
十
１
１

弱性粘土色褐黄

m               m

刊5号土坑

4    (l i 40)   lm
1暗茶褐色上。粘性弱。しまり中。砂粒を多く含む。
2黄褐色土。粘性弱。しまり中。黄色砂粒を多く含む。

第 8図  9～ 15号土坑
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14号土坑



1.晴茶褐色と。粕性弱。しまり中。砂縦を多く含h

17号土坑

L=291,7
A――         ―― A´

〕縄 撒 鞠 凱 。

19号上坑

A一

一―iA

鞘
I茶務色と。粘性中。しまり中。小石を少量含と,
21鞘離ヨ土.絡性中,しまり,,斎色砂粒を多く含むj

21号土境    l一 一
生上翌生 _ゴ

れ

モ

ゝ

Ｊ

Ｆ

ヽ
ロ

ー

ー

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ー

ー

曲

代

〔

、

―
A

L=291.7
A 
一 ―

A

1碍土坑

Ｉ
Ｉ
Ｉ

ｍ

L=291.7

A― ― ―一 A

ー1.黄褐色士。粘臨 しまりや,黄色砂粒を多鶴議i

19号土坑

L=291.7
A一 一      ~本

″

1時A4B色 上。船性中。しまり中,小石を少量含五
211明茶協色士。粘雑中|.しコ,弱。梵色砂粒を多く含視

―
ゝ
１
／
１

ヽ
個
―
―
，
　
　
　
　
　
　
　
　
‐Ｉ
Ｉ

ｍ

Ａ

ヽ

一

ヽ
口
‐

◎

・‐

ｎ

と=291.7
A‐―一

20与土坑

第 9図  16～21号土坑

|

L=2917  ぃ
A一―         ――~＼
!./~

ユ黒色亀 細 義 嚇 嗽 劇 膀 秒 蛤 帆

▼
曲
Ｉ
Ｉ
Ｉ

―
―
―
一田

-9-



＼
一

―
 A

1黒褐色土。粘↑生強。しまり中。小石を少量含 tF。
2朔茶褐色上。粘性や。しまり弱。長石を含む。

22号土坑

22土

/

A―一 I

ヽ

/

と=291 6
A一 ―

―
 A

I茶褐色上。粘性中。しまり中。小石を少量含む。

2黄褐色土。粘性中。しまり中。黄色砂粒を多く含む。

23号土坑

25号土坑

_ A

―
―
十

田

L=2918

A 
一

1茶褐色上。継性中。しまり弱。黄色砂粒含む。

27号土坑  o

1茶褐色土。粘性中。しまり中。小石を少量含む。
2黄褐色士,粘性中。しまり中。黄色砂粒を多く含む。

24号土坑

L=291 6
A― ― ―       ―― A´

1黒茶褐色土。粘性弱。しまり中。小石を少量含む。

第10図 22～27号土坑

rfl           m

L=291 7
A ― ― ―

             
― ― ―  Aン

1黒褐色土。粘牲中。しまり強。小石を少量含tr。
2灰褐色土。粘性中。しまり中。小石を含む。

―
―
―

山

26号土坑
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困

|

Ａ

端

、

frl             四

L=292.0
A_ ___ A″

1暗茶褐色士。粘性弱。しまり中。金雲母を合む。
2暗茶褐色上。粘性弱。しまり覇も黄色砂粒を多く含む。
3黄褐色士。継性弱。醗業り弱。黄色砂粒層。

23号土坑

代

〔

ヽ

A― A´

L=2920
A― 一 一

             ― ― ―  Aン

ツ
1暗茶褐色と。継性弱。しまり魂 刀ヽ石を含む。
2黄褐色i粘 性中.しまり中。黄色砂粒を多く含tr.
8黒色土。粕性魂 しまり弱。全体に微砂粒を含む。

29号土坑

千＼
A―     

―
A´

|

m

L=291_9

A ~ ― 一 ―  A´

1茶褐色虫 粘性弱。しまり調j蜜母を少量含五
30号上坑

第11図 28～30号土坑

Ｉ
Ｉ
Ｉ

ｍ

― ■ ―

IIn



洋引 ア 霰▽/
30号土坑    3

0   (1:2)  5oHl

29号土坑

―‐
伺
Ｈ
日
日
側
句

』 ば
ピット呵6       3

o   (1:2)  5cn

第12図 土坑出土遺物

雨マ
ピット16      2

第13図  ピット出土遺物
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C-5 2

C-6

IⅢ

＼＼＼

                    13

第 14図 遺構外出土遣物
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第 1表  1号住居跡出土遺物観察表

No 器種 器形 計測値 胎土 色調 焼成 器形の特徴 挿図 図版

1 土師器 甕 推定口径  28.Ocm 金雲母 。長石・石英 暗茶褐色 良好
内面横方向のハケロ。

外面縦方向のハケロ。
5 1

2 土師器 皿

推定器高  2.3cm
推定口径  11.8cm
推定底径   5。 2cm

赤色粒子 明茶褐色 良好 外面底部にかけてヘラ削り。 5 1

3 土師器 皿

器高    2.9cm
口径    12.4cm
底径    53卿

長石・赤色粒子 明茶褐色 良好
外面底部にかけてヘラ削り。

底部糸切痕。
5 1

4 土師器 郭

器高    3.8卿
推定口径  12.8cm
底径    4,Ocm

長石・赤色粒子 暗茶褐色 良好 外面底部にかけてヘラ削り。 5 1

5 土師器 杯

高

径

径

器

口

底

4.8cm

14.6cm

4.Ocm

長石多量 明褐色 良好
外面体部に墨書有り。

外面底部にかけてヘラ削り。
5 1

6 土師器 郭

器高    3.8帥
推定回径  12.6c14

底径    5.6cm
長石・赤色粒子 明茶褐色 良好 外面体部に刻書有 り。 1

7 須恵器 甕 長石・石英 明灰色 良好 朱墨を使用した転用硯。 5 1

8 須恵器 甕 長石・石英 暗茶褐色 良 5 1

第 2表 土坑一覧

呑 号 位 置 平面形状 長軸 (側 ) 短軸 (cm) 深さ (cm) 出土遺物・備考

1号土坑 A-2 Gr 楕円形 99 40

2号土坑 C-3 Gr 円形 76 67

3号土坑 A_3 Gr 楕円形 105 48 20

4号土坑 A-3 Gr 楕円形 Ｏ
υ
Ｏ
Ｏ

７
ｒ

5号土坑 B-4 Gr 円形 58 28

6号土坑 B-3 Gr 楕円形 つ
々
Ｏ
Ｏ 67

7号土坑 C-4 Gr 円形 89 ０
０

8号土坑 C-4 Gr 円形 150 ，
Ｖ 土師質土器小皿

9号土坑 C-5 Gr 楕円形 97 45 9号 。10号土坑に切られる。

10号土坑 C-5 Gr 楕円形 76 65 17

11号土坑 C-6 Gr 楕円形 97 ０
じ 36

12号土坑 C-6 Gr 楕円形 149 ワ
イ 25

13号土坑 B-6.7 Gr 円形 107 95
つ
０
つ
る

14号土坑 B-6 Gr 楕円形 95 56

15号土坑 B-6 Gr 楕円形 98 ワ
′

16号土坑 A_6 Gr 楕円形 Ｏ
υ
〔
フ 68 26

17号土坑 B-6 Gr 楕円形 80 27

18号土坑 B-6 Gr 楕円形 110 一
イ 12

19号土坑 B-6 Gr 楕円形 90 27

20号土坑 B-5 Gr 楕円形 91 68 26

21号土坑 B-5 Gr 円形
ｒ
υ 55 16

22号土坑 C-5 Gr 楕円形 166 108 40

23号土坑 C-6 Gr 楕円形 100 69 22号土坑に切られる。

24号土坑 C-5 Gr 円形 62 盗
υ

つ
０ 22号土坑に切られる。

25号土坑 B-5 Gr 円形 69 67 18

26号土坑 C-6 Gr 楕円形 70 39 ワ
イ 12号土坑に切られる。

27号土坑 A-l Gr 不整形 104 74 10 可]竃儀

28号土坑 A_l Gr 円形 88 87 28

29号土坑 A-l Gr 楕円形 70 ｒ
υ 8 土師質土器杯。28号土坑に切られる。

30号土坑 A-l Gr 楕円形 53 ０
ね 土師質土器郭
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第 3表 土坑出土遺物観察表

No 器 種 器 形 計 測 値 胎 土 色 調 焼成 器形の特徴 番 号 挿図

1 土師質土器 小皿

器高    2.4cln
推定回径  10.Ocm

底径    5.2cm
金雲母多量 暗茶褐色 良好 底部糸切痕。 8号土坑

2 土師器 lTh 推定回径  11.8cm 金雲母 暗茶色 良好 29号土坑

3 土師質土器 不 金雲母 。長石 暗茶色 良好 30号土坑

4 土師器 可]名自 推定回径  31.2cm 長石多量 黒茶色 良 27号土坑

第 4表 ピット出土遺物

No 器 種 器 形 計 測 値 胎 土 色  調 焼成 器形の特徴 番 号 挿図

1 土師器 長石多量 茶褐色 良 ピット13

2 土師器 啄 長石多量 茶褐色 良 ピット16

3 土師質土器 柱状高台 推定回径  4.7cm 金雲母・長石 茶褐色 良好 ピッ

第 5表 遺構外出土遺物

No 器 種 器 形 計 測 値 胎 土 色 調 焼成 器形の特徴 グ リ ツ ト 挿図

1 縄文土器 深鉢 粗い。 淡茶色 良
半裁竹管による2条の沈線。

縄文 LR。
A-5

2 縄文土器 深鉢 粗い 淡茶色 良
半裁竹管による2条の沈線。

縄文 LR。
C-5

3 縄文土器 深鉢 粗い。 淡茶褐色 良
半裁竹管による2条の沈線。

縄文 LR。
C-6

4 縄文土器 深鉢 粗い。 淡茶色 良
半裁竹管による2条の沈線。

磨り消し。
B-6

縄文土器 深鉢
長石・黒色雲母

白色粒子
赤褐色 良 沈線。縄文 LR。 確認面

6 縄文土器 深鉢 粗い。 淡茶色 良
半裁竹管による2条の沈線。

縄文 LR。
確認面

縄文土器 深鉢
金・黒色雲母

白色粒子
淡茶色 良 沈線。 確認面

土師質土器 杯 底径    6.4cm 金雲母多量 茶色 良 底部糸切痕。 C-6

土師質土器 小皿

器高

推定口径

底径

側

側

側

長石・雲母 赤褐色 良好 底部糸切痕。 C-6

土師器 高郭 長石・赤色粒子 明茶褐色 良好 確認面

土師器 甕 長石多量 淡茶褐色 良

口縁部キザミ。

内面横方向のハケロ。

外面縦方向のハケロ。

A-5

土師器 長石 石英 淡茶褐色 良
内面横方向のハケロ。

外面縦方向のハケロ。
確認面

土師器 香炉
長石・石英

赤色粒子
淡茶色 良好 確認面
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第 3章 まとめ
今回の調査では、平安時代住居跡、平安から中世にかけての土坑跡、竪穴状遺構、ピットが調査された。この

他の遺構は確認されなかった。

遺物は遺構外で出土した縄文時代中期深鉢片の他は平安末を中心とする土師器、土師質土器が中心であった。

1号住居跡からは土師器甕、杯、皿など比較的豊富で良好な遺物が出上している。第 5図 7は須恵器甕片で、内

面に朱墨痕が看取されることから転用硯の可能性が高い。

三味堂遺跡は、荒川によって形成された扇状地内にある微高地の西端に位置する。この微高地上には布目瓦や

螺髪、円面硯、小金銅仏などが出上した松ノ尾遺跡や古墳時代全般にわたる住居跡が発見された末法遺跡がある。

特に松ノ尾遺跡とは隣接 しており、遺構、遣物内容、地形的条件などから同一遣跡として扱っても支障はないも

のと思われる。

今次調査における発見住居跡数は 1軒であり、調査区東側に広がる松ノ尾遺跡中心部と比較し極端に希薄にな

る。この傾向は、調査区のさらに西側において実施した第 2次調査や北側で実施した試掘調査によっても同様の

結果となっている。これは、微高地西端部の谷の周縁部という地形的条件によるものと考えられ、今回の調査に

おいて、微高地西縁部の様相の一端を明確にすることができた。

甲斐市東部の荒川扇状地域には二筋の微高地があり、この微高地上に縄文時代からの集落が営まれたことが近

年の発掘調査から明らかとなってきている。特に東側微高地は高地の東西幅が長いことから面積が広く、尚且つ

東側が荒川に面しているため水路交通の便もよく、高地北側を東西に横断する穂坂路の存在からも安定した土地

と水陸路交通の要所となっている。遺跡北西部に位置する『県指定史跡天狗沢瓦窯跡』の存在など周辺遺跡も考

慮に入れれば、東側微高地上に営まれた遺跡群は一般的な集落とは異なった有力豪族、官衡機構と密接な関係を

持つた遺跡である可能性が高いと言えよう。

参考文献

大鳥正之、小坂隆司 2004「埋蔵文化財試掘調査年報 '04J敷 島町教育委員会
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図版 1

三昧堂遺跡 1次調査区全景

1号住居跡 1号住層跡カマ ド (1)

1号住居跡カマ ド (2) 1号竪穴状遺構



図版 2
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図版 3
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図版 5

30号土坑 (1)

1住-2

30号土坑 (2)

I号住居跡出土遺物

1住-4 1住-5(墨 書土器 )
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平安 。中世

住居跡

土坑

竪穴状遺構

土師器

須恵器

土師質土器

生
ロ
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